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1　は　じ　め　に

アカバネ病は，牛，羊などの家畜生産に壊滅的被害を及

ぼすウイルス病で，吸血昆虫が媒介すると言われている。

媒介種としてウイルス保持能等でウシヌカカ（CuJgco昆es

oエツ扇Omα）が有力とされているがユ），感染実験等の実証

的試験は行われていない。またこの種が分布していない地

域でも】〉大流行が見られたことから4），この種以外のベク

ターの存在が考えられる。ベクター種の特定においては感

染試験での実証が決定的な意味を持つ。本研究では，感染

試験手法の確立のため，吸血昆虫が活動していない晩秋期

に分娩された子牛を用いて初乳摂取後の移行抗体価の推移

を調べ，東北地域での感染試験用動物としての可能性を調

べるとともに，移行抗体価が検出限界以下になった子牛に

対するヒトスジシマカ（Aede8α路opgcus）の吸血によ

るアカバネウイルス感染実証実験を，ヤプカによる吸血実

験において有効性を示したネットケージを用いて行った。

2　試　験　方　法

（1）供試牛

東北農試で1993年10～11月に分娩された日本短角種7頑

（2粗の双子を含む）及び黒毛和種（6頑）の子牛で，こ

れらの子牛の母牛はアカバネウイルス生ワクチン接種歴の

ある経産牛であった。分娩された子牛は初乳摂取後親から

離して人工哺乳で個別飼育した。

（2）供試ベクター

マウスを吸血源として縫代飼育したヒトスジシマカの成

熟雌成虫を，24℃，16時間明，8時間暗の日長条件で飼育

した。ウイルス感染蚊としては，ウイルス混合血を吸血さ

せ，吸血途中に未飽血のまま吸血菅を用いて採集したあと，

2日間給水のみ行った個体を用いた。

（3）アカバネウイルス株及び検査法

JaGAr－39（titer；106TCID50／mC）を使用し，吸血

用のウイルス混合血は，アカバネウイルス抗体陰性の凍結

羊血9mgに，2mgのウイルス液を混合したものである。抗

体検査は，Vero細胞を用いた中和試験をマイクロタイクー

法により行った。ウイルスは，試験管にシートさせたVero

細胞に蚊をすりつぶした乳剤を接種して，CPEを桔梗に

検出した。

1）晩秋期分娩子牛の初乳摂収後における移行抗体価

推移

分娩後48時間以内の子牛から初乳摂収を確認の後，採血

し，同時に母牛からも採血し，それぞれ血清を分離して－

30℃に保存した。その後，子牛のみ1カ月おきに採血し，

得られた血清中の抗体価を測定した。

2）ヒトスジシマカの吸血によるウイルス感染試験

1）の結果から．4カ月齢（平均体重；120kg）までに抗

体価が検出限界以下（＜2）と判定された6頑（日本短角

樽4頑，黒毛和種2頭）を，各実験群に供試した。94年3

月に，24℃恒温に保った人工照明室内にネットケージを設

置しその中に子牛を係留した。2日前にウイルス混入血を

中途吸血させた未飽血の100頑のヒトスジシマカをケージ

内に1時間放飼した後，吸虫管で回収し吸血個体数をカウ

ントした。実験群は①ウイルスフリー中途吸血蚊による吸

血（negativecontrol）．②ウイルス皮下接種（positive

control）．③ウイルス中途吸血蚊による吸血（Test）の

3群とした。吸血感染実験あるいは皮下接種後の子牛は，

1週間間隔で4週間抗休検査用に血清を．7日間毎日ウイ

ルス検出用にへ′ヾリン血を採取した。放飼1時間後に回収

した蚊は，総個体数と再吸血個体数を調べた後，ウイルス

検出に供した。

3　試験結果及び考察

表1に子牛の分娩後の移行抗休価の推移を示した。供試

した13顔中6頑では，4カ月齢までに移行抗体が検出限界

以下となった。これにより10～11月の晩秋期にアカバネウ

イルス接種歴のある母牛から分娩された子牛のほぼ半数は，

東北地域で吸血昆虫が活動し始める前の4カ月齢時で，ア

カバネウイルスの媒介昆虫を調べるための実験動物として

利用可能となることが示された。

吸血試験後の抗体価の推移は，表2に示すようにウイル

ス皮下接種群のみで接種7日後から抗体価の上昇が見られ

た。吸血（接種）試験後のウイルス症については，供試し

たすべての子牛で陰性であった。中途吸血させた未飽血蚊

を用いた感染実験の結果，ヒトスジシマカの7カバネウイ

ルス媒介能については実証できなかった。今回用いたアカ

バネウイルス株はJaGAr－39株であり，この株は子牛へ

のウイルス直接投与による感染試験の結果では．OBE－
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表1　分娩後の子牛の血清中移行抗体価の推移

子牛　No●
抗 体 価

～48時間　　1ケ月 5ケ月‥

日本短角牛
N505（♂）
N506（♀）

N507（♂）
N508（♂）

N509（♂）
N510（♂）
N511（♀）

黒毛和牛
B515（♀）

B516（♂）
B517（♂）
B518（♂）

B519（♂）

6
　
Q
U
　
2
　
8
　
8
　
6
　
4

1
　
6

6
　
0
0
　
2
　
2
　
2
　
6
　
2

1
　
3

4
　
2
　
8
　
2
　
4
　
6

3

q
U
　
2
　
2
　
2
　
2
　
0
0
　
6

4
　
8
　
8
　
2
　
4
－
6

4
　
4
　
2
　
2
　
2
　
4
　
6

＜

＜

＜

　

1

2
　
4
．
4
「
　
2
　
2
　
6

＜

　

1

2
　
2
　
2
　
2
　
2
　
4
　
6

＜
く
く
く
　
1

2
　
4
　
4
　
2
　
2
　
6

＜

＜

1

＜2

N－Cont

Test

P－Cont

Test

4

16

▲

L

 

t

2
4
4
C
O
C
O
8

一
一
N
 
P

組’：N505とN506，及びN507とN508は双子
‥：N－Contはウイルスフリー蚊による吸血群，P－Contはウイルス皮下接種群，Testはウイルス取込み中途吸
血蚊による吸血群として供試

表2　感染試験後の抗体価の推移

実験群‥　子牛Nn‘
抗　　　体　　　価

試験前　7日後14日後　2用後　祖H後

N－Cont N506　　＜2　＜2　＜2　＜2　＜2

B518　　＜2　＜2　＜2　＜2　＜2

P－Cont N508　　＜2　＜2　　8　　8　　8

B519　　＜2　　2　　4　　4　　8

Test N507　　＜2　＜2　＜2　＜2　＜2

B509　　＜2　＜2　＜2　＜2　＜2

注．’，‥表1参照

表3　放飼した蚊の再吸血率

実験群‥　子牛No．●　回収齢致　吸血個体数　非吸血鮒数　吸血率（％）

N－Cont N506　　55　　　36　　　19　　　65．5

B518　　76　　　46　　　32　　　60．5

Test N507　　94　　　53　　　41　　　56．4

N509　　91　　　36　　　55　　　39．6

注．●．‥表1参照

1株，R7949株に比べ感染性が弱いことが示されている2－。

蚊を介した感染試験に用いるウイルス株の選択については

一層の吟味が必要であると考えられた。またアカバネウイ

ルスはヒトスジシマカの頑胸部から検出されるものの，唾

液腺には移行していなかった可能性が考えられる。また，

ウイルスが唾液腺に移行していたとしても，1回の吸血試

験に供試した中途吸血蚊の頭数が少なかったことも考えら

れる。このため．唾液腺内ウイルスの定量と感染所要ウイ

ルス量を算定したうえで蚊の個体数を設定することなどが

必要である。

放飼1時間後に回収した蚊は表3に示すように，放飼個

体の55－94％が回収され，このうち約40～65％の個体が吸

血していた。吸血した蚊からアカバネウイルスが検出され，

ウイルス混合血の吸血でウイルスが虫体内に取り込まれて

いることが確認できた。

使用ウイルス株，放飼個休数等の面でさらに改良すべき

点はあるが．晩秋期に分娩された子牛と試作ネットケージ

を用いる方法は，吸血昆虫によるアカバネウイルス媒介能

の感染試験法として有用であると考えられた。

4　ま　と　め

媒介昆虫が依然特定できていない家畜の重要疾病アカバ

ネ病の感染実証試験をヒトスジシマカを対象に行った。ア

カバネウイルスワクチン接種歴のある母牛に晩秋期に生ま

せた子牛は，約半数が生後4ケ月で抗体陰性となり，供試

用牛として利用できた。感染実験はウイルス混合血を取り

込ませた蚊に供試牛を吸血させて行ったが抗体価の上昇は

認められず，ヒトスジシマカのアカバネウイルス媒介は実

証できなかった。使用ウイルス株，蚊の個休数等の面から

改良すべき余地は多いが∴試みた感染実験法はヤプカ類に

よるウイルス媒介試験に有用であると考えられた。
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